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都市再生整備計画　事後評価シート

久留米市中央部地区

令和7年2月

福岡県　久留米市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 329ha

交付期間 0.50

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初
変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり ●

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

その他の
数値指標３

その他の
数値指標１

指　標

その他の
数値指標２

交付期間
の変更

－

66指標２
外に出て活動したいと思
う市民の割合

回

福岡県 市町村名 久留米市

なし

新たに追加し
た事業

令和2年度～令和6年度 令和6年度事後評価実施時期

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

地区名

【道路】市道A5号線、市道E1号線【公園】高山公園外1箇所、【地域生活基盤施設】自転車駐車場整備外１事業、【高質空間形成施設】池町川緑道整備外2事業

727百万円

事業名

効果発現要因
（総合所見）

-

数　　値 目標
達成度

－

1年以内の
達成見込み

久留米市中央部地区

国費率

削除/追加の理由 削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

事業名

交付対象事業費

R7

-

従前値

78 －

114－

R7

指　標

-

フォローアップ
予定時期

-

公園でのイベント数は全体的に増加している。特に中央公
園ではPark-PFIを活用した民間活力導入によるカフェ施設
の営業やイベント開催が行われている。また、キッチンカー
による公園利用の実証事件を行うなど公園を活用したにぎ
わいづくりを進めている。

〇

R7△

計画前と比べると増加傾向にあるが、目標数値には届かな
かった。増加の要因としては、公園でのイベント数（69回→
114回）、池町川緑道整備や中心市街地拠点緑化事業によ
る景観整備によるものと考えられる。評価時点で、京町第二
公園及び高山公園は整備が完了していないため、広報等に
よる事業内容の周知を図りつつ、今後のフォローアップを通
じて整備効果を確認していく必要がある。

フォローアップ
予定時期

1年以内の
達成見込み

 １）事業の実施状況

当初計画から
削除した事業

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

79

－

指標1

従前値 目標値

なし

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

H30％

公園でのイベント数 H3069

なし

-

【公園】三本松公園、東町公園

-

新型コロナ感染症の影響による財政的理由により、事業実施期間の見
直しが必要となった。関連事業としてPark-PFIによる整備を実施している
中央公園の事業成果を踏まえて、整備および維持管理手法の再検討を
行ったうえで、令和６年度以降の事業実施としたため、本事業を計画期
間内に実施できなくなったことから、事業を削除したもの。

リニューアル整備を行う公園数の減少により、指標の「公園でのイベント数」に
ついて、数値目標を80回から73回に修正した。（その後、関連事業の追加によ
り79回に修正）

-

-

67.5

-

-

数　　値 目標
達成度※１

目標値 効果発現要因
（総合所見）

指標３ 地区内の居住人口 人 20,900 H31.3 20,900 R7 ー 21,714 〇

人口の自然減の値は年々大きくなっているが、その数値を
超える社会増を記録したことで、地区内の居住人口が増加
した結果となっている。ひとつの要因として、マンションが新
規に建築されていることが挙げられるが、整備事業による住
みやすい街づくりによる中央部地区の魅力が高まったことも
社会増の要因と考えられる。

R7



様式２－２　地区の概要

目標１ 回 69 Ｈ30 79 R7 114 R6

目標２ ％ 66 Ｈ30 78 R7 67.5 R6

目標３ 人 20,900 Ｈ31.3 20,900 R7 21,714 R6

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・拠点施設の回遊ルートの整備を進め、一定程度の回遊性の向上が図られたが、地区内には歩道整備が必要な箇所が存在するため、引き続き道路・歩道整備を進めていく。
・高山公園整備を引き続き実施し、公園整備による中心拠点の賑わいの創出を目指す。

まちの課題の変化

・中央部地区では、H30年度からR6年度の間で人口が増加しているが、今後も人口を維持し続けていくために「賑わいのある快適で暮らしやすいまちづくり」を推進していく必要がある。

・当地区には、ＪＲ久留米駅・西鉄久留米駅の２つの交通拠点、久留米市美術館・シティプラザ・久留米アリーナ・中央公園等の市民の憩いの場、池町川の水辺資源など豊富な地域資源が存在している。整備が進み個々の施設の利
用者・駅利用者は一定数存在することから、今後はそれらの拠点を訪れる人が地区内を回遊するルートを整備し、さらなる中心拠点の賑わいを創出していく必要がある。

人が集う公園等の整備や官民連携の取組による中心拠点の賑わいの創出 外に出て活動したいと思う市民の割合

公園でのイベント数

歩道・駐輪場の整備による快適な移動空間を創出・回遊性の向上 地区内の居住人口

中心拠点整備による賑わいのある快適で暮らしやすいまちづくり

久留米市中央部地区（福岡県久留米市）　都市再生整備計画の成果概要

従前値目標を定量化する指標まちづくりの目標 目標値 評価値

■基幹事業（道路）

市道A5号線

■基幹事業（地域生活基盤施設）

自転車駐車場整備事業

■基幹事業（高質空間形成施設）

中心市街地拠点緑化事業

■基幹事業（高質空間形成施設）

久留米アリーナ歩行動線整備事業

■基幹事業（高質空間形成施設）

池町川緑道整備事業

■基幹事業（道路）

■基幹事業（地域生活基盤施設）


